
国の調査※では、膝痛を自覚する人はおよそ１千万人。
膝関節に変形のある潜在患者は３千万人といわれます。
原因疾患で最も多いのは｢変形性膝関節症」。
高島平中央総合病院整形外科・人工関節センターでは、痛みが強く、日常生活に
支障をきたす患者さまに、根治的な外科手術｢人工膝関節置換術」を提供しています。
２０２２年からは最新の手術支援ロボットも導入。
詳細をセンター長の角田佳彦医師にうかがいます。

最新の手術支援ロボット導入でより安心・安全に

変形性膝関節症のつらい痛みを軽減
「人

じ ん こ う

工膝
ひ ざ か ん せ つ

関節置
ち か ん じ ゅ つ

換術」

人工膝関節置換術中の角田佳彦センター長（左）

※平成20年「介護予防の推進に向けた運動器疾患対策について」厚生労働省
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な
ど
で
し
っ
か
り
固
定
さ
れ
ま
す
。
②
は

患
者
さ
ま
の
膝
蓋
骨
を
生
か
し
て
使
用
し

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

｜ 
人
工
関
節
は
、
ど
ん
な
素
材
で
で
き

て
い
る
の
で
す
か
？

角
田　
人
工
関
節
は
チ
タ
ン
合
金
、
コ
バ

ル
ト
ク
ロ
ム
合
金
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
、
ポ
リ

エ
チ
レ
ン
な
ど
で
で
き
て
い
ま
す
。
ジ
ル

コ
ニ
ウ
ム
合
金
の
表
面
を
酸
化
処
理
し
セ

ラ
ミ
ッ
ク
化
し
、
耐
摩
耗
性
と
強
度
を
持

ち
合
わ
せ
た
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
も
開
発
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

軟
骨
に
該
当
す
る
部
分
は
超
高
分
子
量

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
で
、
γ
線
を
照
射
し
摩
耗

強
度
を
高
め
る
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
配
合
で
酸

化
を
防
止
す
る
な
ど
改
良
が
進
み
、
近
年

耐
久
性
が
飛
躍
的
に
高
ま
り
ま
し
た
。
以

前
は
15
年
程
度
と
さ
れ
、
劣
化
し
て
も
簡

単
に
交
換
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、
65
歳
以
上

の
患
者
さ
ま
が
適
応
で
し
た
。
最
近
の

デ
ー
タ
に
よ
る
と
25
年
後
も
90
％
以
上
が

問
題
な
く
使
用
さ
れ
て
お
り
、
対
象
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。

｜ 

難
し
い
手
術
な
の
で
す
か
？

角
田　
患
者
さ
ま
一
人
ひ
と
り
、
骨
の
大

き
さ
や
変
形
の
度
合
い
、
関
節
を
支
え
る

筋
肉
や
靭
帯
の
状
態
が
異
な
り
ま
す
。
事

前
の
画
像
検
査
に
基
づ
き
適
切
な
人
工
関

節
を
セ
レ
ク
ト
。
手
術
の
基
本
計
画
を
立

て
ま
す
。

　

患
者
さ
ま
の
本
来
の
ア
ラ
イ
メ
ン
ト
を

復
元
し
、
関
節
の
動
き
を
適
正
化
す
る
こ

と
を
目
指
し
ま
す
。

　

大
腿
骨
と
脛
骨
の
病
変
部
を
、
適
切
な

角
度
で
切
除
し
、
靭
帯
の
緊
張
度（
き
つ

さ
）を
見
な
が
ら
骨
切
り
量
を
調
整
し
、

バ
ラ
ン
ス
良
く
人
工
関
節
を
設
置

す
る
こ
と
が
大
切
。
正
し
い
位
置
・

角
度
で
大
腿
骨
側
・
脛
骨
側
の
コ
ン

ポ
ー
ネ
ン
ト
を
装
着
す
る
。
整
形

外
科
医
の
経
験
と
力
量
が
問
わ
れ

る
作
業
で
す
。

　

半
月
板
や
前ぜ
ん
じ
ゅ
う
じ

十
字
靭
帯
は
切

除
し
ま
す
が
後こ
う
じ
ゅ
う
じ

十
字
靭
帯
は
で

き
る
限
り
温
存
し
ま
す
。

｜ 

こ
の
デ
リ
ケ
ー
ト
な
手
術
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
の
が
、
次

世
代
型
人
工
膝
関
節
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト

「
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
」な
の
で
す
ね
？

角
田　
赤
外
線
カ
メ
ラ
で
下
肢
を
三
次
元

で
空
間
認
識
し
、
モ
ニ
タ
ー
上
に
リ
ア
ル

な
立
体
画
像
を
描
出
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上

で
手
術
計
画
を
完
成
さ
せ
、
ド
リ
ル
の
骨

切
除
を
制
御
・
誘
導
す
る
機
能
を
持
つ
ロ

ボ
ッ
ト
で
す
。

　

大
腿
骨
と
腓
骨
に
取
り
つ
け
た
セ
ン

サ
ー
と
、
膝
関
節
、
股
関
節
、
足
首
く
る

ぶ
し
な
ど
を
マ
ー
ク
す
る
セ
ン
サ
ー
が
送

信
す
る
赤
外
線
デ
ー
タ
は
、
誤
差
０
・５

㎜
以
下
。
膝
の
曲
げ
伸
ば
し
に
伴
う
関
節

の
角
度
も
正
確
に
表
示
。
解
剖
学
的
な

指
標
を
認
識
し
、
靭
帯
の
バ
ラ
ン
ス（
き

つ
さ
）を
あ
る
程
度
予
測
で
き
る
の
も
メ

リ
ッ
ト
で
す
。

｜ 

患
者
さ
ま
に
と
っ
て
、
よ
り
安
心
・

安
全
な
手
術
で
す
ね
。
出
血
や
痛
み
の
程

度
は
ど
う
で
す
か
？

角
田　

膝
に
包
帯
を
し
っ
か
り
巻
き
、

約
３
日
間
圧
迫
固
定
す
る
こ
と
で
、
か

な
り
の
出
血
量
を
抑
え
ら
れ
ま
す
。
疼

痛
は
術
中
に
止
血
剤
や
抗
炎
症
剤
、
鎮

痛
剤
の
カ
ク
テ
ル
を
関
節
内
に
注
射
す

る
こ
と
で
、
か
な
り
抑
制
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
患
者
さ
ま
に
よ
っ
て
は
大
腿
四
頭

筋
を
正
中
切
開
す
る
展
開
法
で
は
な
く
筋

肉
の
傍
か
ら
骨
に
到
達
す
る「
サ
ブ
バ
ス

タ
ス
展
開
法（subvastus approach

）」

を
採
用
す
る
な
ど
、
筋
腱
温
存
を
重
視
し

て
お
り
、
術
後
の
早
期
回
復
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

｜ 

入
院
は
何
日
間
で
す
か
？

角
田　
お
お
む
ね
２
〜
３
週
間
で
す
。
手

術
翌
日
か
ら
即
リ
ハ
ビ
リ
を
開
始
。
理
学

療
法
士
の
支
援
で
立
つ
、
平
行
棒
や
歩
行

器
を
活
用
し
て
歩
く
…
と
段
階
を
上
げ
て

い
き
ま
す
。
杖
を
用
い
れ
ば
歩
け
る
レ
ベ

ル
が
退
院
の
目
安
で
す
ね
。

　

そ
の
後
も
運
動
療
法
を
怠
ら
な
い
こ
と

が
大
切
。
人
に
よ
り
ま
す
が
２
〜
３
ヵ
月

で
健
常
な
頃
の
生
活
に
戻
れ
る
こ
と
が
多

い
で
す
。

｜ 

辛
い
痛
み
か
ら
解
放
さ
れ
ま
す
ね
。

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

次世代型人工関節手術支援ロボット｢CORI｣

モニター上で患者さまの病変に合わせ手術計画が立てられる
《画像提供：スミス・アンド・ネフュー (株)》

システム本体。
最上部は
赤外線カメラ

手前が骨を切除するための専用ドリル。
医師が手持ちで施術するが、モニターの
手術計画で指定された範囲をはみ出す
と自動停止し削りすぎを防止する

突撃突撃！！！！ イムス探険隊 イムス探険隊

イムス横浜旭リハビリテーション病院イムス横浜旭リハビリテーション病院
今、水を感じる小さな家で今、水を感じる小さな家で  ㉓㉓

文と写真　文と写真　麻生圭子麻生圭子

夏梅美智子の夏梅美智子の  
おなじみ食材でおなじみ食材で楽旨楽旨ごはんごはん

第 2 回第 2 回 豆もやし豆もやし
オシゴトいろいろオシゴトいろいろ
コンシェルジュコンシェルジュ
タイポクロス

大鵬の出身地・弟子屈町にある硫黄山（アトサヌプリ）大鵬の出身地・弟子屈町にある硫黄山（アトサヌプリ）

大鵬 幸喜大鵬 幸喜
父はウクライナ人　昭和の大横綱父はウクライナ人　昭和の大横綱

知る識る 日本偉人伝 知る識る 日本偉人伝 ㉝㉝

メディカル・ズームイン — 高島平中央総合病院

最新の手術支援ロボット導入でより安心・安全に

変形性膝関節症のつらい痛みを軽減
「人工膝関節置換術」
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る
半
月
板
が
損
傷
す
る
と
、
微
細
な
破
片

が
滑
膜
を
刺
激
し
ま
す
。
炎
症
が
起
こ
り

関
節
液
が
分
泌
さ
れ
溜
ま
る
こ
と
で
痛
み

を
生
じ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
保
存
療
法
は

ま
ず
鎮
痛
・
抗
炎
症
作
用
の
あ
る
非
ス
テ

ロ
イ
ド
性
抗
炎
症
薬 

（
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
ｓ
）

な
ど
の
内
服
や
、
貼
付
を
し
ま
す
。
関
節

液
の
成
分
で
あ
る
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
の
関
節

内
注
射
は
関
節
の
動
き
を
滑
ら
か
に
し
て

痛
み
を
軽
減
す
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

　

膝
を
安
定
さ
せ
る
サ
ポ
ー
タ
ー
や
、
膝

の
角
度
を
矯
正
す
る
た
め
靴
の
中
に
敷
く

足
底
板
な
ど
の
装
具
療
法
も
行
わ
れ
ま
す

が
、
効
果
に
は
個
人
差
が
あ
り
ま
す
。

｜ 

よ
く“
膝
に
水
が
溜
ま
る
”と
聞
き
ま

す
が
、
そ
の
場
合
は
？

角
田　
元
々
、
膝
関
節
内
に
は
２
〜
３

m
L
の
関
節
液
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

炎
症
に
よ
り
、
関
節
液
の
分
泌
量
が
多
く

な
り
、
膝
が
腫
れ
ま
す
。
多
く
は
抗
炎
症

薬
、
関
節
穿
刺
な
ど
で
徐
々
に
治
ま
る
の

で
す
が
、
症
状
が
強
く
繰
り
返
す
方
に
は
、

関
節
鏡
下
手
術
で
細
い
器
具
を
挿
入
し
、

関
節
内
の
炎
症
性
物
質
を
洗
浄
し
た
り
、

時
に
炎
症
の
酷
い
滑
膜
を
摘
除
す
る
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
根
治
療
法
で
は
な

く
、
関
節
に
負
担
も
か
か
る
た
め
、
現
在

で
は
あ
ま
り
積
極
的
に
は
行
い
ま
せ
ん
。

｜ 

運
動
療
法
は
必
須
で
す
か
？

角
田　
変
形
の
進
行
レ
ベ
ル
を
問
わ
ず
、

運
動
療
法
は
膝
を
安
定
化
さ
せ
守
る
た
め

と
て
も
大
切
で
す
。

　

軟
骨
が
変
形
す
る
と
、
膝
の
角
度
が
歪

み
、
ま
す
ま
す
摩
耗
が
加
速
す
る
悪
循
環

に
陥
り
ま
す
。
周
辺
の
筋
肉
を
鍛
え
、
膝

の
グ
ラ
つ
き
を
安
定
さ
せ
れ
ば
痛
み
や
炎

症
も
軽
減
さ
れ
ま
す
。
イ
ス
や
床
に
座
っ

て
で
き
る
運
動
も
あ
り
ま
す
し
、
当
院
で

は
理
学
療
法
士
が
患
者
さ
ま
に
合
う
運
動

を
個
別
指
導
し
て
い
ま
す
。

根
治
を
望
め
る

人
工
膝
関
節
置
換
術

｜ 

保
存
療
法
で
は
進
行
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
き
ず
、
痛
み
と
変
形
で
日
常
生
活
に

大
き
な
支
障
が
あ
る
場
合
は
、
手
術
が
検

討
さ
れ
る
の
で
す
ね
。

角
田　
主
に
手
術
療
法
に
は「
骨
切
り
術
」

と「
人
工
膝
関
節
置
換
術
」が
あ
り
ま
す
。

　

骨
切
り
術
は
主
に
Ｏ
脚
や
Ｘ
脚
の
た

め
、
大
腿
骨
の
軸
と
脛
骨
の
軸
が
な
す
角

度
＝「
ア
ラ
イ
メ
ン
ト
」に
強
度
の
歪
み
の

整形外科 医長・人工関節センター長

角
つ の だ

田 佳
よ し ひ こ

彦 医師
日本整形外科学会整形外科専門医、
日本整形外科学会運動器リハビリテーション医、
日本整形外科学会スポーツ医

高島平中央総合病院

《イラスト提供：人工関節ドットコム》《イラスト提供：人工関節ドットコム》

高位骨切り術人工関節

単顆型人工膝関節
置換術（UKA）

人工膝関節全置換術（TKA）

人工膝関節全置換術（TKA）の症例

脛骨の一部をクサ
ビ形に切除し、その
上下の骨を癒合さ
せる。大腿骨と脛
骨のアライメント
が正常化する

《イラスト提供：
人工関節ドットコム》

この３つのパーツがなめらかな膝関節の動きを再現する
《イラスト提供：人工関節ドットコム》

損傷が軽微な
部位だけを
置き換える

代わりの人工関節に置換

股関節の大腿骨頭の中心と足関節の中心を結んだ
線（Mikulitz line）が膝関節の中心を通ればだいた
い正常と言える。術後はＯ脚が修正され膝関節の
中心を通っている

膝関節の軟骨がすり減り、大腿骨と脛骨がぶつかっていたが、
人工関節に置き換えたことで正常な位置に修正された

骨の損傷面を取り除く

下肢全体

膝関節
手術前

手術前

手術後

手術後

疾患のある膝関節

《イラスト提供：人工関節ドットコム》

変形性膝関節症の模式図

骨棘

直接
ぶつかる

軟骨

脛
けいこつ

骨腓
ひ こ つ

骨

大
だいたいこつ

腿骨

変形性膝関節症（進行期）正　常

《イラスト提供：人工関節ドットコム》

膝関節の模式図

内側側副靭帯

後
こうじゅうじじんたい

十字靭帯

前
ぜんじゅうじじんたい

十字靭帯

正面図 側面図

膝
しつがいこつ

蓋骨

膝
しつがいこつ

蓋骨

腓
ひ こ つ

骨 脛
けいこつ

骨 脛
けいこつ

骨

軟
なんこつ

骨

半
はんげつばん

月板

関
かんせつほう

節包

大
だいたいこつ

腿骨 大
だいたいこつ

腿骨 滑
かつまくそしき

膜組織

大腿四頭筋

外側側副靭帯

負
荷
を
か
け
る
肥
満
、
激
し
い
ス
ポ
ー

ツ
、
重
い
荷
物
を
持
つ
な
ど
の
労
働
は
罹

患
リ
ス
ク
を
高
め
ま
す
。
生
来
Ｏ
脚
・
Ｘ

脚
の
方
も
要
注
意
で
す
。

｜ 

早
期
に
受
診
す
れ
ば
、
治
る
の
で

し
ょ
う
か
？

角
田　
現
在
の
医
学
で
軟
骨
を
元
に
戻
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
将
来
、ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

な
ど
を
活
用
し
た
再
生
医
療
に
は
期
待
し

た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

症
状
が
あ
っ
た
ら
、
保
存
療
法
で
症
状

を
緩
和
す
る
こ
と
や
、
適
切
な
運
動
療
法

で
筋
力
と
柔
軟
性
を
高
め
、
進
行
を
食
い

止
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

｜ 
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
治
療
か
教

え
て
く
だ
さ
い
。

角
田　
膝
関
節
は
関
節
包
に
包
ま
れ
、
内

部
は
滑
膜
か
ら
分
泌
さ
れ
る
関
節
液
が
循

環
し
て
い
ま
す
。
軟
骨
や
軟
骨
の
間
に
あ

膝
関
節
の
軟
骨
が

す
り
減
り

痛
み
を
生
じ
る
病
気

｜ 
膝
が
痛
い
、
膝
が
ま
っ
す
ぐ
伸
び

ず
、
歩
行
や
階
段
の
昇
り
降
り
が
辛
い
、

正
座
が
で
き
な
い
な
ど
膝
の
悩
み
を
抱

え
る
方
は
、
高
齢
化
社
会
で
増
加
の
一

途
と
う
か
が
い
ま
す
。
一
番
の
原
因
と

さ
れ
る「
変
形
性
膝
関
節
症
」と
は
、
ど

ん
な
病
気
な
の
で
し
ょ
う
？

角
田　
骨
の
表
面
を
お
お
い
、
膝
関
節

の
ク
ッ
シ
ョ
ン
役
を
果
た
し
て
い
る「
軟

骨
」が
す
り
減
っ
て
、
変
形
と
痛
み
を
生

じ
る
疾
患
で
す
。
進
行
す
れ
ば
膝
の
上

下
の
骨
＝
大
腿
骨
と
脛け
い
こ
つ骨
が
直
接
ぶ
つ

か
っ
て
、
症
状
が
増
悪
し
ま
す
。
膝
の

歪
み
も
酷
く
な
り
、
末
期
に
は
骨
ま
で

ガ
タ
ガ
タ
と
変
形（
骨こ
っ
き
ょ
く棘
）し
、
周
囲
の

組
織
や
神
経
を
強
く
刺
激

し
痛
み
を
感
じ
ま
す
。

　

加
齢
に
伴
う
軟
骨
や
筋

肉
の
衰
え
が
最
大
の
原
因

で
す
か
ら
、
当
院
の
印
象
で

は
70
歳
代
の
約
７
割
、
80
歳

代
の
８
割
の
方
が
罹
患
し

て
い
る
と
さ
れ
ま
す
。
４

対
１
で
女
性
に
目
立
ち
ま

す
ね
。
膝
関
節
に
大
き
な

あ
る
方
が
対
象
。
大
腿
骨
ま
た
は
脛
骨
の

一
部
を
骨
切
り
し
、
角
度
を
変
え
る
こ
と

で
ア
ラ
イ
メ
ン
ト
を
正
常
化
し
、
膝
関
節

に
か
か
る
偏
っ
た
荷
重
を
修
正
し
ま
す
。

変
形
性
膝
関
節
症
の
進
行
抑
止
が
主
た
る

目
的
で
あ
り
、
比
較
的
年
齢
が
若
く
、
軟

骨
の
摩
耗
が
低
レ
ベ
ル
、
運
動
療
法
で
筋

肉
を
強
化
で
き
る
と
い
っ
た
方
に
向
く
手

術
で
す
。

｜ 

人
工
膝
関
節
置
換
術
と
は
ど
ん
な
手

術
で
す
か
？

角
田　
変
形
し
た
膝
関
節
の
表
面（
軟
骨

と
骨
の
一
部
）を
取
り
除
き
、
人
工
関
節
に

置
き
換
え
る
根
治
的
治
療
で
す
。

　

関
節
の
片
側
だ
け
に
病
変
が
と
ど
ま

り
、
歪
み
も
小
さ
く
靭
帯
な
ど
周
辺
組
織

の
損
傷
が
軽
微
な
場
合
、
そ
の
部
位
だ
け

を
置
き
換
え
る「
単た
ん
か顆
型
人
工
膝
関
節
置

換
術（
Ｕ
Ｋ
Ａ
）」を
選
択
で
き
ま
す
。
病

変
が
膝
関
節
の
広
範
囲
に
及
ぶ
患
者
さ
ま

に
は
、
す
べ
て
を
置
換
す
る「
人
工
膝
関

節
全
置
換
術（
Ｔ
Ｋ
Ａ
）」を
行
い
ま
す
。

　

人
工
関
節
の
部
品
は
①
大
腿
骨
側
の
関

節
と
な
る
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
、
②
膝し
つ
が
い
こ
つ

蓋
骨

（
膝
の
お
皿
）と
な
る
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
、

③
脛
骨
側
の
関
節
と
な
る
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン

ト
の
３
つ
。

　

①
は
大
腿
骨
を
包
む
よ
う
に
、
③
は
脛

骨
に
差
し
込
み
、
共
に
医
療
用
セ
メ
ン
ト


